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こと c 特に、これら 7項目の基盤として、経済と政治において国力が限定されているカリブ島幌国では、政
府と地域コミュニティーの協力を確立しなければならないとしている。
(考察)
大部な労作であり、留学生として学ぶ著者が帰国後、政府の観光関連部署に就職することを考慮すると、
ジャマイカに代表される小規模島興国の文化遺産保護と観光振興に対する大きな貢献の可能性をもっ論考で
あるといえる。観光現象の分析か政策論かが不明瞭であるとの指摘がなされたが、本論文の学術的偏値を著
しく減ずる欠点とは判断きれなかった3
審査の結果の要旨
発展途上の小規模島槙留の文化遺産観光とし寸主題自体が新鮮であり、特にカリブ諸国を対象とする既往
研究は少ないので、斬新性に富み、意義が高し、。文化遺産観光の振興を阻害する要因として、コミュニティー
における希薄な遺産意識、その原因として遺産教育の欠落と政府による視野の狭い安易な観光振興が指摘さ
れている。ジャマイカの文化遺産では、大規模な資本投下などの脅威に対して脆弱であり、その保護には教
育と人材育成によるコミュニティー水準での意識改革が急務である、との結論は、他の発展途上島娯国にも
適合する普遍性を持つ。社会的・経済的議論を展開する後半諸章では、構造的ないし数学的なモデルによる
考察の展開が不十分な点が惜しまれるが、対象、方法、分析、結論の総合において、本論文は独創的な学術
的成果を含み、近年UNESCOの文化政策でも注目されている SIDSに対する提言は、アジア・太平洋地域に
も適用可能であり、研究の将来性が期待される。
よって、著者は博士(世界遺産学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
636 
